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「通いの場」ってどんなところ
　住民が主体となって行う活動（場所）のことです。地域の介護予防の拠点となる場所でもあります。

◆どんなことをしているの？
　　介護予防の体操と、筋力トレーニングです。正しく体操やトレーニングを行うために、市が講師を派遣しています。

◆いつ、どごで活動しているの？
　 　週１回、地域の公民館や集会所、自宅などに集まって活動しています。数人から20人以上の大人数まで、人

数も会場によって様々です。

◆どんな人が参加できるの？
　 　主に高齢者です。元気な人も、介護保険の要支援・要介護認定を受けている人も、一緒に活動しています。

また、高齢者だけでなく、子供や若い世代の人など、どんな人でも参加できます。

◆なぜ「通いの場」が必要なの？
　 　住み慣れた地域でいつまでも住み続けるためには、地域のつながりがとても重要です。歩いて通える範囲の

人と集まることで、日常の声掛けや災害時等に地域で支え合う仕組みづくりなど、「互助」の基盤づくりもできます。　
　 　また、体操は継続することが大切ですが、一人で続けることはなかなか難しいと言われています。そこで、地域

の人と週１回みんなで集まることが、「継続」のカギとなります。
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会場が自宅でも！

公民館でも
！

集会所でも！

１ 笑顔で自分らしく生きていく

　日田市の高齢化率は令和4年度末時点で36.41％で、約３人に１人が65歳以上の高齢者です。市では、
住み慣れた地域でいつまでも元気に暮らしてもらうために、「介護予防」の取組みとして、住民主体の“通
いの場”の活動を推進しています。地域の住民同士が気軽に集い、一緒に活動内容を企画し、ふれあいを
通して生きがいや仲間づくりの輪を広げる「通いの場」。誰でも気軽にできる介護予防を始めてみませんか。

みんなで楽しく、通いの場！

問長寿福祉課長寿福祉係☎㉒８２９９（市役所１階）

特集
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週 に一 回 集
まってやるの
は良い！

ここに来るの
が楽しみ！

みんなで 体 操
をするから、続
けられる！

ここに来てやる
のが楽しい。み
んな良くしてく
れる

 一人暮らしなの
で、ここで集まれ
ることが一週間
の楽しみになって
いる

みんなと会って
話すことで、元
気をもらえる

ここに来るのは自
分のためと思って
いるので、頑張っ
て通えている

最初は不安だっ
たが、取り組ん
で良かった

  いろいろな人の支え
や、みんなが積極的
に参加してくれるおか
げで、「通いの場」を
つくることができた

   今では祝日もやりた
いという声があり、
大変さは感じるが、
みんなが来てくれて
うれしい

「通いの場」に関する

問合せは、

地域包括支援センター
へ

センター名 対象地区 電話番号

中央地域包括支援センター 隈庄手・竹田・豆田・田島 23-2552

西部地域包括支援センター 光岡・朝日・三花・小野・大鶴・夜明 26-0036

東部地域包括支援センター 三芳・高瀬・西有田・東有田・五和 22-0248

南部地域包括支援センター 前津江・中津江・上津江・大山・天瀬 57-9012

　自宅付近の「通いの場」を知りたい、新
たに「通いの場」を立ち上げたい人は、下
記の担当地域包括支援センターにお問い
合わせください。
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体力測定

　「通いの場」では、ほとんどの会場で
定期的に体力測定を実施しています。項
目は、片足立ち、握力、30秒間椅子か
らの立ち座り、歩行速度の確認、筋肉量
の簡単な測定の全5種類です。地域包
括支援センターの職員と参加者の皆さん
で行います。

　新しく立ち上がった
「通いの場」には、理学
療法士を派遣していま
す。定期的な運動の大
切さや正しい方法を皆さ
んにお伝えしています。 講師派遣

　ラジオ体操等で体を慣ら
したあと、参加者の皆さん
で声を掛け合いながら、筋
力トレーニングを行います。

　会場によっては、運動以外の取組みを独自
に行っているところもあります。

会場ごとの
取組み

体操・筋力
トレーニング

 食事、タオル体操、
保健師の健康相
談、レクリエーショ
ン、お茶会　等
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接種
無料新型コロナウイルスワクチン接種情報㉛

　5月8日から8月までは、下記の人が接種の対象となります。接種を希望する人は、接種券に同封している案内に記載の個
別医療機関での予約をお願いします。

▶接種対象者
　 下記に該当し、前回の接種から3か月以上が経過して

いる人　
・65歳以上の高齢者
・基礎疾患を有する人（5～64歳）
※詳細は接種券に同封している案内をご確認ください。
・医療従事者、高齢者施設の従事者等
・ 5月7日までにオミクロン株対応ワクチンの接種を受けて

いない5～11歳の人
対象者かどうか判断に迷う場合は、かかりつけ医又は下
記にお問い合わせください。

※ 前回の接種から3か月が経過した人（接種券が届いた
人）でも対象者でない人は、5月8日から8月までの間
に接種を受けることができません。

※ 64歳以下の人には、下記の説明が記載された封筒が
順次、届きます。対象者かどうか必ず確認してください。
対象者でない人も、9月以降に接種を受ける際に接種
券が必要となるため、大切に保管してください。

64歳以下の人で、令和５年５月から８月に接
種を受けられる人は、以下の人に限られます。
①基礎疾患を有する人
② 医療従事者、高齢者施設・障がい者施設

等の従事者
上記に該当しない人は、秋以降に開始する接
種の対象となりますので、この接種券は大切
に保管してください。

問新型コロナウイルス関連相談総合窓口☎㉒８２４３・㉒８２８１（市役所３階）

　５月20日㈯・21日㈰の２日間、日田市最大の祭りで
ある「日田川開き観光祭」が開催されます。
　当日はマナーを守り、美しい日田の景観を観光客の皆
さんに誇れるよう、環境美化にご協力ください。

 ゴミのポイ捨てやテープ、チョーク、シート等を用い
た花火観覧の場所取り等の景観を損なう行為は、
ご遠慮ください。

●「第76回日田川開き観光祭」環境美化にご協力ください！

問観光課観光振興係☎㉒８２１０（市役所３階）

場所取りはやめましょう場所取りはやめましょう
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ウクライナ避難者　受入れから１年
　令和4年４月10日にウクライナからの避難者を受け入れてから１年が経過しました。
　これまで、市とNPO法人リエラが連携して様々な支援を行うとともに、多くの皆さんからの温かいご支援をお届けしてきました。
ウクライナ情勢がいまだ不透明な中、市では現在4人が避難生活を送っており、今後も支援を続けていきます。引き続き、ご理
解とご支援をお願いします。

問総務課行政係☎㉒８２０１（市役所４階）

【これまでの経過】
・令和４年3月23日
　 市がウクライナ避難者の支援を

表明
・令和４年4月10日
　 ウクライナ避難者6人を受入れ
・令和５年２月15日
　 本人の希望で、ジュリアさんとキ

リルさんの２人が帰国

ホテルで働きな
がら日本語を勉
強しています。
日田の人は皆さ
んとても温かく、
感謝しています。

ネイリストとし
て働いていま
す。人との触
れ 合 い が 大
好きです。

日本語は難しいけど、
だいぶできるようにな
りました！

カリナさん

イリナさん

ヴェロニカさん

キリルさん

ジュリアさん

スヴェトラーナさん

ウクライナ人道支援募金について

これまでの募金額　9８５万６,839円 （４月13日時点）
　皆さんからの温かいご支援は、生活費や日本語教室代等の支援に充てさ
せていただいています。また、市役所・各振興局等では、引き続き、募金を行っ
ています。募金場所や支援活動等の詳細は、市ホームページ又はＮＰＯ法
人リエラのホームページをご確認ください。

市ホームページは
こちら▶

ＮＰＯ法人リエラの
ホームページは
こちら▶
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問建築住宅課指導審査係☎㉒８２２６（市役所５階）

▶補助対象　 次の全てに該当するブロック塀等
①通学路に面しているもの
②高さが１ｍ以上あるもの
③著しいひび割れや傾きがあり、危険な状態にあるもの
※ ブロック塀の厚さが適正か、控え壁・根入れ（基礎）が

あるか、鉄筋が入っているか等の事前調査を行います
ので、申込み前に下記にお問い合わせください。

▶補助額
　補助対象ブロック塀等の除却に要する経費の２分の１
　（限度額…10万円）
▶申込期限　12月15日㈮
※ 予算に限りがあるため、早めの相談、申請

をお願いします。
※ 詳細は市ホームページ（右記二次元コード）

を確認又は右記にお問い合わせください。

　障がい者等の相談支援の中心となる日田市障がい者
基幹相談支援センターを4月に開設しました。
　様々な団体や関係機関（民生委員、医療機関、自治会、
ボランティア団体など）と連携して、誰もが地域の中で自
分らしく暮らすための地域づくりを行います。

●日田市障がい者基幹相談支援センターを開設しました

▶問合せ　日田市障がい者基幹相談支援センター
　　　　　☎㉘５５４４ ℻㉘５５46
　　　　　🅼🅼hitakikan@circus.ocn.ne.jp
・ところ　日田市元町13-20 元町再開発住宅103号
・開所時間　午前8時30分～午後5時
　　　　　　（土・日曜日、祝日、年末年始は除く）

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

主な役割

総合相談・専門的な相談支援の実施
障がいのある人やその家族、地域の人や福祉事業所の人
などで、どこに相談して良いか分からずに悩んでいる人は、
ご相談ください。相談支援専門員が関係機関と一緒に解
決に向けて考えていきます。

地域の相談支援体制の強化の取組み
地域の福祉事業所や関係機関などと連携し、ネットワーク
を構築した上で、利用者にとって必要な地域づくりに取り
組みます。

地域移行・地域定着の促進の取組み
障がい者支援施設や精神科病院と連携し、障がいのある
人の地域生活をサポートします。

地域の体制づくり（地域自立支援協議会の運営）
日田市地域自立支援協議会事務局運営の充実を図り、
地域課題の解決に向けて取り組みます。

権利擁護・虐待の防止
安心して暮らせるように、成年後見制度の啓発や利用支
援を行います。また、虐待防止に取り組みます。

●危険なブロック塀等の除却に対する補助を行います

●

日田市観光案内所

●日田駅

P駐車場

●

日田市障がい者
基幹相談支援センター

●

日田バスターミナル

　通学路沿いの危険なブロック塀等の除却に対する補助の受付を開始します。
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　軽自動車税（種別割）は、毎年４月１日現在で軽自動車や原動機付自転車などの所有者に対して課税されます。納税通知
書は５月８日㈪に発送する予定ですので、５月31日㈬の納期限までに納めてください。
　市役所窓口のほか、金融機関、コンビニエンスストア、スマホアプリでの納付もできます。
※軽自動車（種別割）納税証明書及び領収証書は、車検を受けるときに必要です。車検証と一緒に大切に保管してください。
※ スマホアプリで納付した場合、領収証書は発行されません。軽自動車（種別割）納税証明書及び領収証書が必要な人は、

コンビニエンスストアや金融機関等の窓口をご利用ください。

（※１） 令和４年度（令和４年4月1日から令和５年3月31日まで）に新車新規登録をした一定の環境性能を有する軽四輪車等
は、令和５年度の軽自動車税（種別割）がグリーン化特例によって軽減税率の対象となる可能性があります。

（※２）令和５年度に経年重課の対象となる車両は、新車新規登録年月が平成2２年３月31日以前の車両です。

税額について
・原付や125㏄超のバイク、小型特殊自動車
　令和５年度の税額は、平成28年度以降変更ありません。
※ 小型特殊自動車（農耕作業用）は、公道の通行有無に

関わらず、所有者によるナンバーの取得が義務となって
いますので、ナンバーの登録をお願いします。

軽自動車税（種別割）の減免
　次の①～③のいずれかに該当する場合は、軽自動車税（種別割）の減免を受けられる場合があります。詳細は、下記又は
各振興局にお問い合わせください。

●軽自動車税（種別割）の納税は５月31日まで

問税務課税制窓口係☎㉒８３９７（市役所１階）

・軽自動車（四輪以上及び三輪の軽自動車）
　 新車新規登録された年月（車検証の「初度検査年月」）

によって税額が決まります。

区分

税額

平成27年3月までに新車新
規登録された車両

平成27年4月以降に新車
新規登録された車両　※１

新車新規登録年月から13
年経過後の翌年度から
※２（経年重課）

軽
自
動
車

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪
以上

乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円
自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物
営業用 3,000円 3,800円 4,500円
自家用 4,000円 5,000円 6,000円

▶申請期限　 ５月31日㈬
①障がい者減免
　 障がい者本人が所有し、障がい者のために使用する軽

自動車（障がい者が１８歳未満の場合等は、家族所有
の軽自動車も含む）

※ 減免の対象となる障がいの程度、軽自動車の使用頻度
等には一定の基準があります。
・申請に必要なもの
　 運転免許証、車検証、身体障害者手帳等、軽自動車税

（種別割）納税通知書、マイナンバーが分かるもの　等
②身体障がい者用構造減免
　 身体に障がいのある人が利用するために改造された軽

自動車
・申請に必要なもの
　 車検証、構造が確認できる写真、軽自動車税（種別割）

納税通知書

③公益減免
　 公益法人などが所有する軽自動車で、公益のために直

接使用する車
・申請に必要なもの
　 法人の代表者印、車検証、軽自動車税（種別割）納税

通知書、運行計画書等、定款
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▶期間　５月３日㈷～６月18日㈰
▶開館時間
　 午前９時～午後５時
　（入館は午後４時30分まで）
※月曜日休館。祝日の場合はその翌日。
▶ところ
　博物館企画展示室
　（アオーゼ３階）
▶入場料　無料

　初夏の夕暮れを優雅に舞うホタルの光は美しく、わずかな時間しか見られない景色はどこかはかなさを感じます。また、ホタ
ルは川や水路などに生息し、素朴な農村風景を象徴する昆虫でもあります。
　今回の企画展では、永年ホタルを観察し、撮影してきた石井幹夫さんの写真とともに、現地で石井さんが感じたホタルと日
本の原風景とのつながりを解説やエピソードで紹介します。

問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ内）

博物館企画展
●「ホタルに逢いにいこう ― ホタルがつなぐ日本の原風景」

撮影／石井幹夫

問スポーツ振興課スポーツ振興係☎㉒８４４２（市役所別館２階）　

▶募集数　各20人（先着順）
▶ 申込方法　電子申請（右記二次元コード）
　　　　　　又は下記に電話で申込み
※定員になり次第締め切ります。
▶申込開始日　５月２日㈫

　５月のチャレンジテーマは、「スライムをつくろう！」です。キラキラスライムやマシュマロスライムなど、自分だけのスライムを
つくってみましょう！

▶とき　５月13日㈯
①午前10時～11時30分
②午後１時30分～３時　
▶ところ　アオーゼ３階　体験学習室２
▶対象　小・中学生（小学生は保護者同伴）
▶講師　ひた少年少女発明クラブ 問博物館☎㉒５３９４（アオーゼ内）

博物館イベント
●科学実験にチャレンジ！

大会名 とき・ところ 参加締切 問合せ

①ターゲット・バードゴルフ
５月 11 日㈭
（予備日：5 月 18 日㈭）
日田市陸上競技場　

5月7日㈰ 大分県ターゲット・バードゴルフ協会
☎０８０- ４４５０-２２０９（盛池）

②県民すこやかスポーツ祭 武術太極拳 ５月14日㈰
総合体育館剣道場 ５月12日㈮ 日田市武術太極拳連盟

☎０９０- ５７４５-８７４９（宇野）

③すこやかボッチャ in日田 ５月14日㈰
中城体育館 ５月10日㈬ 日田市スポーツ推進委員協議会

☎㉒８４４２（胤末）　
④県民すこやかスポーツ祭
　ソフトバレーボール大会

５月21日㈰
総合体育館 ５月8日㈪ 日田市ソフトバレーボール連盟

☎０９０-７１６６- ５３９２（柳井田）

⑤すこやか太極拳in日田 ５月21日㈰
総合体育館剣道場 ５月8日㈪ 大分県太極拳連盟

☎０９７- ５９７- ４５６７（安部）

⑥ボッチャ 5月28日㈰
総合体育館剣道場 5月28日㈰ 日田市レクリエーション協会

☎０９０- ５９３０-２９１０（上田）
⑦県民すこやかスポーツ祭
　３Ｂ体操のつどい

６月25日㈰
若宮小学校体育館 ６月18日㈰ （公財）日本３Ｂ体操協会

☎０９０-３８８４-１４１６（押川）

県民の誰もが気軽に参加できる
●県民すこやかスポーツ祭

撮影／石井幹夫
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問日田市ビジネスサポートセンター☎㉘５５２０
　商工労政課地域産業支援係☎㉒８２３９（市役所３階）

大分県よろず支援拠点
●出張経営相談会及び経営セミナーを実施します！

　大分県よろず支援拠点による中小企業者・創業希望
者等を対象とした出張相談会と、販路開拓や財務の各種
セミナーを実施します。

出張相談会
▶とき
　下記セミナー実施日
　午前10時～正午、午後3時30分～4時30分
▶ところ
　日田市ビジネスサポートセンター
　（日田玖珠地域産業振興センター内）

日田市ビジネスサポートセンター創業相談会
創業を考えている人や創業間もない人のいろいろ
な悩みに応える相談会を行っています。是非、ご
参加ください。

▶とき　毎週土曜日　午前9時～午後5時
※祝日・年末年始を除く。
▶ところ　日田市ビジネスサポートセンター
　（日田玖珠地域産業振興センター内）

▶時間
　全て午後１時～３時
※ 講師は、大分県よろず支援拠点からコーディネーターが

派遣されています。

【セミナー】コロナ後の売上回復を支援する「販売力強化」シリーズ

とき テーマ 講師 ところ

5月19日㈮ これからの経営に生きる補助金・助成金（人材育成） 宮崎 誠

日田玖珠地域産業振興センター２階　
商談会議室7月21日㈮ 消費税・インボイス制度（財務） 池田至郎

9月15日㈮
9月29日㈮

今後勝ち残る商品・サービスの動画作成（販路開拓）
9/15：Android　9/29：iPhone 森 海里

▶対象者　次の全てに該当する人
・ 市内の高校に就学する生徒の保護者
・上津江町及び中津江村に住所を有する人
・下宿等に係る費用を払っている人
・市税を完納している人
▶補助対象費用
・下宿（部屋代・食費）
・学校寮（寮費・食費）
・親戚宅等（家賃・食費相当額）
※就学する高等学校から５km以内の下宿等になります。
※ 下宿代に食費が含まれない場合、食費相当額は1人に

つき２万5,000円（定額）です。
※いずれも、電気代等の管理費は除きます。
▶補助金額（月額）
・下宿、学校寮
　 補助対象費用から３万5,000円を控除し、100円未満

の端数を切り捨てた額（上限１万3,000円）
・親戚宅等　8,000円

●日田市高校生就学援助補助事業の申請を受け付けます

▶申請期限　5月31日㈬
※ 6月以降に下宿等の利用を開始した場合は、利用開始

した月の末日までです。
▶申請書配付・受付
　教育総務課（市役所別館３階）、上・中津江振興局
※ 申請書は、市ホームページ（下記二次元コード）からダ

ウンロードできます。

問教育総務課総務企画係☎㉒８２３４（市役所別館３階）



くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/
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特
殊
詐
欺
等
防
止
機
能
付
き
電
話
機
の

設
置
費
用
を
補
助

特
殊
詐
欺
等
防
止
機
能
付
き
電
話
機
及
び
機
器

を
設
置
す
る
人
を
対
象
に
、購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。な
お
、令
和
５
年
度
か
ら
補

助
要
件
を
緩
和
し
ま
し
た
。

■
補
助
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、居
住
し
て
い
る
人

・ 

満
65
歳
以
上
の
人
又
は
満
65
歳
以
上
の
人
と

同
一
の
世
帯
に
属
す
る
人

・ 

領
収
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
と
設
置
者

が
同
一
で
あ
る
こ
と

・ 

暴
力
団
員
又
は
暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
を

有
す
る
人
で
は
な
い
こ
と

・ 

同
一
世
帯
に
属
す
る
人
が
、市
税
を
滞
納
し

て
い
な
い
こ
と

■ 

補
助
対
象
　
特
殊
詐
欺
等
防
止
機
能
付
き
電

話
機
及
び
機
器

※ 

対
象
機
器
で
あ
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、購
入
前
に
必
ず
左
記
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
補
助
額

　
対
象
経
費
の
３
分
の
２（
上
限
１
万
円
）

■
申
請
期
限
　

　
令
和
６
年
３
月
15
日
㈮

問
市
民
課
生
活
安
全
係

　
☎
㉒
８
３
９
５（
市
役
所
１
階
）

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

自
動
車
税（
普
通
自
動
車
）は
、県
税
事
務
所
、

金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ「
P
a
y 

P
a
y
」「
L
I
N
E 

P
a
y
」等
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
期
内
の
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
納
期
限
　
５
月
31
日
㈬

問
大
分
県
日
田
県
税
事
務
所
☎
㉒
４
１
７
５

　
税
務
課
税
制
窓
口
係

　
☎
㉒
８
３
９
７（
市
役
所
１
階
）

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
を
発
送

固
定
資
産
税
１
年
分（
第
１
～
４
期
）の
納
付
書

を
５
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
２
期
以
降
分

の
納
付
書
は
大
切
に
保
管
し
、各
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、一
括
し
て
納

付
す
る
場
合
は
、第
１
～
４
期
分
の
納
付
書
４

枚
で
、第
１
期
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

■
納
期
限（
第
１
期
分
）

　
５
月
31
日
㈬

問
税
務
課
資
産
税
係

　
☎
㉒
８
２
０
６（
市
役
所
１
階
）

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
に

対
す
る
補
助

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
が
施
工
さ
れ
て
い
る
お

そ
れ
が
あ
る
建
築
物
を
対
象
と
し
た
、吹
付
け

ア
ス
ベ
ス
ト
分
析
調
査
に
対
す
る
補
助
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。

■
補
助
額

　
分
析
調
査
費
用
の
全
部
又
は
一
部

　（
限
度
額
25
万
円
）

■
申
込
期
限

　
12
月
15
日
㈮

※ 

予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、早
め
の
相
談
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６（
市
役
所
５
階
）

【
予
約
制
】マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
り
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
や
受
取
り
が
次

の
時
間
外
・
休
日
に
で
き
ま
す
。
前
日（
平
日

水
道
メ
ー
タ
ー
の
管
理
は
適
切
に

毎
月
17
～
25
日
の
間
に
上
下
水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
の
敷
地
内
の
水

道
設
備
は
、各
所
有
者
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
た
め
、検
針
業
務
の
支
障
と
な
ら
な
い

よ
う
に
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
と
周
辺
の
整
理

整
頓
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

凍
結
防
止
用
の
布
切
れ
や
新
聞
紙
な
ど
は
、

取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

問
上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
８
２
２
０（
市
役
所
５
階)

産
直
野
菜
増
産
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
を
補
助

市
内
在
住
で
、産
直
野
菜
を
出
荷
す
る
農
家
等

を
対
象
に
、令
和
６
年
度
分
ミ
ニ
ハ
ウ
ス
等
の

施
設
導
入
の
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

■
補
助
内
容

　 

ミ
ニ
ハ
ウ
ス（
上
限
５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）、

遊
休
ハ
ウ
ス
の
張
替
等（
上
限
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
）、か
ん
水
施
設
、管
理
機
の
導
入

に
要
す
る
経
費

■
補
助
額（
上
限
額
有
り
）

・
ミ
ニ
ハ
ウ
ス

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
遊
休
ハ
ウ
ス
の
張
替
等

　
資
材
購
入
費
の
３
分
の
２
以
内

・
か
ん
水
施
設

　
資
材
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

・
管
理
機

　
購
入
費
の
２
分
の
１
以
内

※ 

か
ん
水
施
設
と
管
理
機
は
、ミ
ニ
ハ
ウ
ス
と

併
せ
た
導
入
が
条
件
で
す
。

※ 

要
望
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
方

法
等
の
詳
細
は
、左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
生
産
・
流
通
推
進
係

　
☎
㉒
８
２
１
１（
市
役
所
３
階
）

の
み
）ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
５
月
の
開
庁
日

・ 

５
月
８
日
㈪
・
11
日
㈭
・
15
日
㈪
・
18
日
㈭
・

22
日
㈪
・
25
日
㈭
・
29
日
㈪

　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

・
５
月
13
日
㈯
・
28
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
１
階
　
市
民
課

※
北
側
玄
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
問
い
合
わ
せ
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
㉒
８
３
０
３（
市
役
所
１
階
）

地
下
水（
井
戸
水
）を
使
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

使
用
者
人
数
の
変
更
等
は
連
絡
を

一
般
家
庭
で
地
下
水（
井
戸
水
）を
使
用
し
て
い

る
場
合
は
、実
際
に
居
住
し
て
い
る「
使
用
人

数
」に
よ
っ
て
使
用
料
を
計
算
し
ま
す
。ま
た
、

使
用
人
数
の
認
定
変
更
は
、上
下
水
道
局
料
金

セ
ン
タ
ー
に
届
出
が
あ
っ
た
時
点
か
ら
行
い
ま

す
。
使
用
人
数
の
変
更
又
は
井
戸
水
使
用
の
中

止
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、必
ず
左
記
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
）を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
上
下
水
道
局
料
金
セ
ン
タ
ー

　
☎
㉒
８
２
２
０（
市
役
所
５
階
）

お
知
ら
せ
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在
宅
高
齢
者
住
宅
改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
在
宅
高
齢
者
が
い
る
住
宅

を
、住
み
や
す
く
整
備
す
る
た
め
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■�

対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、生
計
中

心
者
の
前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
未

満
の
世
帯

① 

要
介
護
認
定
で
、要
支
援
・
要
介
護
と
認
定

さ
れ
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯

② 

住
宅
改
造
が
必
要
な
75
歳
以
上
の
高
齢
者
が

い
る
世
帯

③ 

住
宅
改
造
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の

み
の
世
帯

■ 

助
成
対
象
工
事
　

　 

手
す
り
の
取
付
け
、段
差
の
解
消
、滑
り
に

く
い
床
材
や
移
動
し
や
す
い
床
材
へ
の
変
更
、

和
式
か
ら
洋
式
へ
の
便
器
の
取
替
え
　
等

■ 

助
成
額

　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　（
上
限
額
40
万
円
）

■
申
込
期
限

　
５
月
31
日
㈬

※ 

工
事
着
工
前
に
諸
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前

に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４（
市
役
所
１
階
）

在
宅
重
度
障
が
い
者
住
宅

改
造
資
金
の
助
成

住
宅
改
造
が
必
要
な
障
が
い
者
が
い
る
住
宅

を
、住
み
や
す
く
整
備
す
る
た
め
の
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　 

身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級
、療
育
手
帳
Ａ

級
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
障

が
い
者
で
、生
計
中
心
者（
対
象
と
な
る
障

Information�5.１ 次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈪に発送します。

■
申
込
期
限

　
12
月
15
日
㈮

※ 

予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、早
め
の
相
談
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※  

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
）を
確
認
又
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６（
市
役
所
５
階
）

住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
補
助

住
宅
の
耐
震
診
断
及
び
耐
震
改
修
補
助
の
受
付

を
開
始
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
建
物
は
、昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た
木
造
一
戸
建

て
住
宅（
店
舗
部
分
が
述
べ
面
積
の
２
分
の
１

未
満
の
併
用
住
宅
を
含
む
）で
す
。な
お
、令
和

５
年
度
か
ら
耐
震
改
修
の
補
助
限
度
額
を
拡
充

し
ま
し
た
。ま
ず
は
、自
宅
の
耐
震
性
を
確
認

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
補
助
額

・
耐
震
診
断

　
建
物
区
分
に
応
じ
て
７
万
５
千
円
～
11
万
円

※
原
則
、所
有
者
の
負
担
は
５
５
０
０
円
で
す
。

※ 

建
物
の
形
状
、年
数
に
よ
っ
て
は
、別
途
費

用
が
か
か
り
ま
す
。

・
耐
震
改
修

　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２
又
は
５
分
の
３
　

　（
限
度
額
１
０
０
～
１
２
０
万
円
）

※ 

建
物
区
分
や
改
修
方
法
に
よ
っ
て
、限
度
額

が
異
な
り
ま
す
。

■
申
込
期
限

　
12
月
15
日
㈮

※ 

予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、早
め
の
相
談
、

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
）を
確
認
又
は
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

　
☎
㉒
８
２
２
６（
市
役
所
５
階
）

リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

次
の
各
世
帯
を
対
象
に
、リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の

受
付
を
開
始
し
ま
す
。

①
子
育
て
支
援
型

　 

18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
世
帯
全
員（
三
世

代
同
居
世
帯
は
子
育
て
世
帯
に
限
る
）の
令

和
４
年
中
の
所
得
総
額
が
６
０
０
万
円
未
満

の
世
帯

■
工
事
要
件

　 

子
育
て
の
た
め
に
行
う
改
修
工
事
で
補
助
対

象
経
費
が
30
万
円
以
上
の
工
事

■
補
助
額
　

　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
２

　（
限
度
額
30
万
円
）

②
三
世
代
同
居
支
援
型

　 

18
歳
未
満
の
子
供
を
含
む
三
世
代
以
上（
申

請
日
以
降
に
三
世
代
と
な
る
世
帯
を
含
む
）

で
構
成
さ
れ
る
世
帯

■
工
事
要
件

　 

玄
関
・
ト
イ
レ
・
浴
室
・
キ
ッ
チ
ン
の
部
位

の
う
ち
一
部
位
以
上
を
増
設
す
る
工
事
又

は
、右
記
の
増
設
工
事
を
含
む
①
・
③
の
一

部
の
工
事

■
補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
５

　（
限
度
額
75
万
円
）

③
高
齢
者
バ
リ
ア
フ
リ
ー
型

　 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
い
る
世
帯
で
、世
帯

全
員
の
令
和
４
年
中
の
所
得
総
額
が
３
５
０

　
万
円
未
満
の
世
帯

※ 

65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
18
歳
以
上
65
歳
未
満

の
人
か
ら
な
る
世
帯
の
所
得
で
は
、公
的
年

金
等
を
除
き
ま
す
。

■
工
事
要
件

　 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
で
、補
助
対
象
経

費
が
30
万
円
を
超
え
る
工
事

■
補
助
額

　
補
助
対
象
経
費
の
10
分
の
２

　（
限
度
額
30
万
円
）

が
い
者
の
生
計
を
実
質
的
に
支
え
る
人
）の

前
年
の
所
得
金
額
が
２
０
０
万
円
未
満
の
世

帯
■
助
成
対
象
工
事

　 

対
象
と
な
る
障
が
い
者
が
日
常
生
活
で
常
時

使
用
す
る
設
備
を
障
が
い
者
に
適
す
る
よ
う

に
改
造
す
る
も
の

※ 

玄
関
、台
所
、浴
室
、便
所
、廊
下
、居
間
、

階
段
、洗
面
所
、そ
の
他
の
必
要
と
認
め
ら

れ
る
箇
所
。

■ 

助
成
額

　
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以
内

　（
上
限
額
40
万
円
）

■
申
込
期
限

　
５
月
31
日
㈬

※ 

工
事
着
工
前
に
諸
手
続
が
必
要
で
す
。
事
前

に
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
☎
㉒
８
２
９
０

　
℻
㉒
８
２
５
８（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
の
支
給
月

在
宅
で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と
す
る
重
度

の
障
が
い
が
あ
る
人
な
ど
に
対
し
て
支
給
さ
れ

る
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当（
２

～
４
月
分
）を
振
り
込
み
ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
支
給
日
　

　
５
月
10
日
㈬

※ 

次
の
よ
う
な
場
合
は
支
給
対
象
か
ら
外
れ
ま

す
の
で
、左
記
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出

・
病
院
等
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院

・ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設

な
ど
に
入
所

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０（
市
役
所
１
階
）

健
康
・
福
祉



こころちゃん
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Information 5.１ 次回の広報ひた５月15日号は、５月15日㈪に発送します。

■
と
き
　
①
5
月
20
日
㈯
　
②
5
月
27
日
㈯

　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
ス
ロ
ー
カ
フ
ェ 

丸
山
店

　（
丸
山
2
丁
目
１ - 

26
）

■
対
象
者

①
20
代
30
代
の
独
身
男
女
　

②
30
代
以
上
の
独
身
男
女

■
募
集
数
　
①
②
と
も
に
男
性
８
人
、女
性
８
人

■
参
加
費
　
３
０
０
０
円（
ア
ル
コ
ー
ル
は
別
途
）

※ 

詳
細
は
天
使
の
お
つ
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
天
使
の
お
つ
会（
矢
野
） 

　
☎
０
９
０-

８
３
９
８-

３
４
１
２

　
ひ
た
暮
ら
し
推
進
室
移
住
促
進
係

　
☎
㉒
８
３
８
３（
市
役
所
6
階
）

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

入
会
の
ご
案
内

市
内
の
小
学
校
４
～
６
年
生
を
対
象
に
、科
学

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐
７
０
８
９

　
℻
０
９
７
‐
５
３
５
‐
０
６
２
２

自
死
遺
族
の
つ
ど
い（
要
予
約
）

大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族
を
対

象
に
、つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き

　
６
月
１
日
㈭
　
午
後
２
時
～
４
時

□
と
こ
ろ
　

　 

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
（
大
分
市
）

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
で
申
込
み

□
申
込
期
限
　

　
５
月
25
日
㈭

問�

大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

第
98
回
住
ま
い
の
無
料
相
談
会

住
ま
い
の
雨
漏
り
、屋
根
・
壁
・
床
等
の
傷
み

に
つ
い
て
職
人
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
と
き

　
５
月
28
日
㈰
　
午
前
９
時
15
分
～
正
午
　

□
と
こ
ろ
　
桂
林
公
民
館

問
日
田
職
人
会（
原
田
）

　
☎
０
９
０
‐
７
９
８
２
‐
８
２
２
２

行
政
書
士
無
料
相
談
会（
要
予
約
）

遺
言
や
遺
産
相
続
、契
約
書
・
内
容
証
明
作
成
、

法
人
設
立
、不
動
産
関
連
の
行
政
手
続
、建
設

業
等
の
許
認
可
申
請
、自
動
車
登
録
、そ
の
他

生
活
の
お
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。

□
と
き

　
５
月
17
日
㈬
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

□
と
こ
ろ

　
Ｊ
：
Ｃ
О
М
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分（
大
分
市
）

的
な
興
味
や
関
心
を
育
み
、ア
イ
デ
ア
工
作
活

動
を
行
う
ク
ラ
ブ
で
す
。

■
と
き

　 

６
月
～
令
和
6
年
3
月
の
毎
月
第
２
土
曜
日

（
年
10
回
程
度
）

　
午
前
９
時
～
正
午

■
と
こ
ろ

　
ア
オ
ー
ゼ
３
階
　
体
験
学
習
室
２

■
年
会
費
　
１
万
円

 

　（
材
料
費
、傷
害
保
険
料
含
む
）

■
募
集
数
　
15
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

■
申
込
方
法

　 

ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会
に
電
話

で
申
込
み

■
申
込
期
間
　

　
５
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

問
ひ
た
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
協
議
会（
平
川
）

　
☎
０
９
０
‐
４
４
８
７
‐
６
１
５
３

　
商
工
労
政
課
地
域
産
業
支
援
係

　
☎
㉒
８
２
３
９（
市
役
所
３
階
）

　晩婚化、出産年齢の高齢化、離婚率の上昇、
グローバル化の影響ともいえる海外への移住な
どによって、家族の「形」は大きく変わってきました。
この変化に伴って、家族に関する様々な人権問題
も発生しています。配偶者に対するＤＶ、高齢者
や子供への虐待など、家庭内の暴力行為やハラ
スメントに加え、近年は「ヤングケアラー」に関す
る問題も取り上げられるようになっています。

　ヤングケアラーとは、家族にケアを要する人が
いる場合に、通常であれば大人が担うようなケア
を責任ある立場となって担い、家事や世話、介護、
感情面のサポートなどを行う「18歳未満の子供」
のことです。その責任の重さと過剰な負担によっ
て、学業や友人関係などへの影響が表面化され、
見過ごすことができない現状が浮かび上がって
います。

　厚生労働省が令和３年度に実施した「ヤング
ケアラーの実態に関する調査研究」の小学生を
対象にした調査で、「世話をしている家族がいる」
と回答した人は、「健康状態がよくない（または）
あまりよくない」、さらに「遅刻や早退をたまにする

（または）よくする」といった回答の割合が、「世
話をしている家族がいない人」と比べて2倍前後
高くなっています。また、「授業中に寝てしまう」、

「宿題ができていない」、「持ち物を忘れる」、「提
出物が遅れる」など、学校生活における行動とし
て「好ましくない状態」が、「世話をしていない人」
の2倍ほど多くみられるといった結果も出ています。

　「ヤングケアラー」が家事や介護を担った結果、
引き起こされた行為は、咎められたり責められた
りするものではありません。ただ、子供にとっての
「日常」に陰りが見られるような現状は、変えてい
く必要があります。

　家庭内で起きていることへの周囲の介入は、
慎重な対応が求められますが、まずは小さな手
助けなどの自分にできることから考えてみてはど
うでしょうか。

一番身近な“家族”の人権

問人権啓発センター
　☎㉒８０１７（市役所別館１階）

タ
ウ
ン
情
報

くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/ くらしの情報【注意】新型コロナウイルス感染症の影響で内容を変更する場合があります。二次元コードで確認を！ くらしの情報市ホームページ（右記二次元コード）　https://www.city.hita.oita.jp/
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■
と
き

　
5
月
13
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
ト
キ
ハ
わ
さ
だ
タ
ウ
ン
フ
ェ
ス
タ
広
場

　（
大
分
市
）

■
内
容

・
出
動
！
キ
ッ
ズ
救
護
班

・
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！
人
命
救
助

・
キ
ッ
ズ
看
護
師
体
験

・
キ
ッ
ズ
献
血

問
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　
☎
０
９
７-

５
３
４-

２
２
３
７

　
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３（
市
役
所
１
階
）

豆
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
の

建
築
行
為
等
の
相
談
会
を
開
催

豆
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
内
で
、建

物
を
建
築
・
改
修
す
る
行
為
や
土
地
を
舗
装
す

る
な
ど
の
形
状
変
更
、樹
木
等
を
伐
採
す
る
行

為
な
ど
を
行
う
場
合
は
、事
前
に
申
請
手
続
が

必
要
で
す
。
豆
田
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
内
で
こ
の
よ
う
な
行
為
を
検
討
し
て
い
る
人

は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き

　
５
月
11
日
㈭
　

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ

　
豆
田
ま
ち
づ
く
り
歴
史
交
流
館（
離
れ
座
敷
）

問
文
化
財
保
護
課
町
並
み
保
存
係

　
☎
㉔
７
１
７
１（
市
役
所
別
館
２
階
）

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
婚
活
！

カ
フ
ェ
で
ゆ
っ
く
り
お
茶
を
し
な
が
ら
新
た
な

出
会
い
を
探
し
ま
せ
ん
か
。

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
者
募
集

資
格
取
得
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
行
う
介
護

職
員
初
任
者
研
修
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き

　 

6
月
2
日
㈮
～
7
月
24
日
㈪
の
期
間
中
15
日

間（
週
2
日
程
度
）　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
と
こ
ろ
　

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園

■
募
集
数
　
15
人

■
受
講
方
法

　
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講

※ 

通
信
環
境
が
整
わ
な
い
場
合
、会
場
で
受
講

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■ 

受
講
料

　
６
万
６
１
６
０
円

　（
消
費
税
・
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
申
込
方
法

　 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園
に
直
接
申
込
み

■
申
込
期
限

　
5
月
26
日
㈮

※ 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園
で
は
、8
月

以
降
の「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」「
介
護
職

員
実
務
者
研
修
」の
受
講
者
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
日
田
園

　（
開
業
時
間
　
午
前
8
時
～
午
後
5
時
30
分
）

　
☎
㉓
３
５
３
５

　
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４（
市
役
所
１
階
）

介
護
の
資
格
取
得
予
定
の
人
を
応
援

介
護
職
員
初
任
者
研
修
及
び
介
護
職
員
実
務
者

研
修
を
受
講
し
た
人
を
対
象
に
、受
講
料
の
一

部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者
　

・
日
田
市
内
に
住
民
票
を
有
す
る
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

■
対
象
経
費

　
受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

■
助
成
額
　

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修

　
対
象
経
費
の
6
割
以
内

②
介
護
職
員
実
務
者
研
修

　
対
象
経
費
の
8
割
以
内

■
申
請
期
限
　

① 

研
修
修
了
日
か
ら
起
算
し
て
6
か
月
以
内

（
一
次
助
成
）

②
受
講
修
了
日
の
属
す
る
月
の
翌
々
月
末
ま
で

※  

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
右
記
二
次
元
コ
ー

ド
）を
確
認
又
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

　
☎
㉒
８
２
６
４（
市
役
所
１
階
）

在
宅
介
護
者
の
集
い

在
宅
で
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
家
族
な

ど
を
対
象
に
、意
見
交
換
等
を
行
い
ま
す
。

■
と
き

　
５
月
11
日
㈭
　
午
後
１
時
～
３
時

■
と
こ
ろ

　
市
役
所
２
階
　
２
０
１
会
議
室

■
申
込
方
法

　
左
記
に
電
話
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
込
み

■
申
込
期
限
　
５
月
10
日
㈬

問
長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係
☎
㉒
８
２
９
９

　
℻
㉒
８
２
５
８（
市
役
所
１
階
）

「
点
字
講
座
」受
講
生
募
集

点
訳
技
術
の
習
得
と
視
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解

を
深
め
、点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た

め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間

　 

６
月
9
日
㈮
～
令
和
６
年
３
月
15
日
㈮
の
期

間
中
　
毎
月
第
１・２・３
金
曜
日

　
午
後
６
時
50
分
～
８
時
50
分

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

■
会
場

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
３
階
　
会
議
室

■
修
了
条
件

　
全
30
回
の
う
ち
15
回
以
上
出
席
し
た
人

■
受
講
料
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
５
４
０
円
が
必
要
。

■
対
象
　
高
校
生
以
上

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
。

■
募
集
数
　

　
10
人（
先
着
順
）

■
申
込
期
限
　
５
月
24
日
㈬

※ 

申
込
方
法
等
の
詳
細
は
、日
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
㉔
７
０
２
６（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　
☎
㉒
８
２
９
０（
市
役
所
１
階
）

５
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で
す

‐
日
赤
の
活
動
資
金
に
ご
協
力
を
‐

日
本
赤
十
字
社
で
は
、毎
年
５
月
を「
赤
十
字

運
動
月
間
」と
し
て
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
を

実
施
し
、活
動
資
金
の
寄
附
を
募
っ
て
い
ま
す
。

寄
附
は
、税
制
上
の
優
遇
措
置
が
あ
る
ほ
か
、

20
万
円
以
上
の
寄
附
者
に
は
有
功
章
の
授
与
な

ど
、表
彰
制
度
も
あ
り
ま
す
。

■
日
本
赤
十
字
社
の
主
な
事
業

・
災
害
時
の
救
護
活
動

・
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
献
血
活
動
　
等

問
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

　
☎
㉒
８
２
０
３（
市
役
所
１
階
）

赤
十
字
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部
で
は
、5
月
の
赤

十
字
運
動
月
間
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、親
子

で
赤
十
字
の
事
業
を
体
験
で
き
る
広
報
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
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天瀬

前津江

かわいい雛祭り
　３月３日、五

いつま
馬保育園で恒例の「雛祭り」が行われた。

園児一人ひとりが、色とりどりの折り紙や散歩中に拾ってき
た木の実などを使って、リースやかわいらしいお内

だいり
裏様と

お雛様を制作。力作の雛飾りを手に、雛段の前で「あかり
をつけましょ～」と元気いっぱいに歌ったり、少しお澄ましし
た顔で写真撮影をしたりと、いつもの保育園とは違う華や
かな雰囲気の中、桃の節句を楽しんだ。

初春の陽気に包まれて
　３月１２日、馬

まばる
原地区で「第４回馬

まばるゆめみたいらくさい
原夢見体楽祭」が行

われた。これは、同地区で２年に1度実施されているスポー
ツの祭典。4年ぶりの開催となった今回は、ウォーキングを
テーマに、子供から大人まで約６０人が参加。初春のうら
らかなこもれびの中、よもやま話に花を咲かせつつ自然を
満喫しながら、健康づくりと親睦を兼ねたウォーキングを楽
しんでいた。

温かな雰囲気の中、練習の成果を披露！
　3月12日、前津江公民館で4年ぶりに公民館まつりが
開催された。自主学習教室や公民館主催事業に参加して
いる教室生が、芸能発表や活動紹介、作品展示を実施。
コロナ禍で活動に制限があった中、教室生一人ひとりが練
習に励み、精いっぱいのパフォーマンスで会場を盛り上げた。
フィナーレは舞踊教室生と着付教室生による総踊りで、久
しぶりの公民館まつりを締めくくった。

命・そして、その命を支える「食育」
　３月21日、前津江小学校の体育館で、家庭教育講演
会が行われた。これは、公民館と小中連合育友会の共催
事業で、命・そして、その命を支える「食育」について学べ
る講演会。福岡県家庭教育アドバイザーの内田美智子さ
んを講師に迎え、「いのちをいただいてつないでいくこと」
と題した今回の講演は、食への感謝と命の重みを考える貴
重な時間となった。

T O W N   T O P I C S   I N   H I T A

まちの話題
日田
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春のひとときに、ゆったりおひなさま巡り
　２月15日～3月31日、日田に春の訪れを告げる「第４０
回天領日田おひなまつり」が開催された。期間中は、市内
の10数か所の旧家や資料館で、往時の文化を物語る全
国的にも珍しい雛人形から、紙と布で作る「おきあげ雛」と
呼ばれる人形まで、数々の雛人形や雛道具が一斉に展示・
公開された。訪れた人々は、昔ながらの町並みに風情を感
じながら、おひなさま巡りを楽しんでいた。

CMで我が町の魅力を発信！
　3月1日、大分市のセントクレアヒルズから生放送された、
OAB大分朝日放送「大分ふるさとCM大賞VOL.20」。
県内18市町村が我が町の魅力を発信しようと、平成15年
から始まり、今年で20回目を迎えた。日田市は、小鹿田
焼を題材に、自然の音で魅せる「HITA NO OTO」と題し
たCMで、見事第2位に入賞！CM動画は、市公式YouTube

「HITA Tube」から是非チェックしてほしい。

最後まで駆け抜ける
　3月12日、「第24回天領日田ひなまつり健康マラソン
大会」が開催された。昨年は、新型コロナウイルス感染症
の影響で中止となったため、2年ぶりの開催となった。5.5
㎞と13㎞の新コースとなった今大会。日田市陸上競技場
をスタートした参加者348人は、天領日田おひなまつり期
間中の豆田町など、日田の町並みを楽しみながら最後ま
で走り抜いていた。

極上の果実を生み出す、熱い気持ちを一冊に
　3月17日、農業情報誌「ハレノヒ ヒタ フルーツ」の完成
披露会が市役所で行われた。制作に携わった若手生産
者、デザイナー、写真家などがそれぞれの視点で、紙面へ
のこだわりや思いを語った。スイカ、梨、ぶどうの農産物の
枠を超えて、若手生産者の純情でまっすぐな情熱と手間も
時間も惜しまない姿が伝わるこの情報誌は、高級フルーツ
ギフトや旬入りフェアなど販売促進イベントで配布される。
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みんなで花植えを楽しもう
　３月上旬、都留地区のミニデイが開催され、今年は花植
えを実施。程

ほどの
野・平

だいらやぶ
藪集落と白

はくそう
草集落のそれぞれの公民

館に福祉委員と地元の高齢者が集まり、プランターにマリー
ゴールドなどの花苗を植えた。参加者はみんなで声を掛け
合いながら共同作業を行い、公民館前に花をきれいに植
えることができた。花植えを通してみんなが集まり、お互い
の近況等について話す良い機会となった。

ジビエ料理にチャレンジ !
　３月１６日、上津江体育館の調理室で、上津江公民館
主催のジビエ料理教室が開催された。雉

きじや
谷地区在住の小

野敏
としろう

郎さんを講師に迎え、猪肉と大根の煮込み料理「猪
大根」作りに参加者６人がチャレンジ。猪肉をおいしく食べ
るための下処理の方法などの丁寧な説明に、「調理方法
が参考になった。自宅でもまた作ってみたい」と、参加者
から大好評だった。

上津江

大山

大盛況の梅まつり
　2月19日～3月19日、「第43回日田おおやま梅まつり」
が開催された。毎年、梅の開花時期に合わせて実施され
るこの梅まつり。3月5日の「おおくぼ台梅園メインイベント」
は晴天に恵まれ、梅娘認証式、豊作祈願祭、各種団体に
よるステージアトラクション、野

のだて
点などが行われた。会場には、

大山の特産物を扱った露店などがたくさん並び、大勢の観
梅客が訪れ、久しぶりの賑わいを見せていた。

こんなに大きくなりました！
　3月25日、おおやまこども園で卒園式が行われた。卒
園児7人が壇上に上がり、元気いっぱいに園歌を合唱した
あと、園長先生から一人ひとりに修了証書が授与された。
両親から「よくがんばったね」と声を掛けられ、泣き出す園
児の姿も。在園児からのメッセージや思い出のスライドな
ども披露され、卒園児のこれからの歩みを応援する温かな
卒園式となった。

T O W N   T O P I C S   I N   H I T A

まちの話題

2023.５.１ 広報ひた　　18

生産者と地域をつなぐ、野菜市
　3月13日、むらづくり役場事務所前で、「第23回野菜
市」が開催された。この催しは、地域の交流の場になれば
との思いで、集落支援員が令和2年10月から始めたもの。
生産者のやりがいと購入者の地産品を買える楽しみを創出
し、地域活性化に貢献している。集まった人たちは新鮮な
農産物を手に、工夫を凝らした調理法や夕食の献立等の
話で盛り上がっていた。

この村のお宝、再発見！
　3月19日、地元住民を対象とした村内ツアーが開催さ
れた。これは、中津江マップを作った「むらづくり役場つくる
部会」が企画したもので、第2弾の今回は約20人が参加し、

「中津江の三社参り」が行われた。一行は、日田林業の
発祥地とも言われる宮園津江神社などを散策。「長く住ん
でいるけれど、初めて来た」といった参加者も多く、暖かな
春の日差しの中で楽しく賑やかなツアーとなった。

中津江

目指せ収穫量増！唐辛子栽培コンテスト
　3月9日、㈱つえエーピーが主催する唐辛子栽培コンテ
ストの表彰式が行われた。このコンテストは、「ゆずごしょう」
の原料となる青唐辛子の生産量増大や生産意欲向上を目
的とし、総収穫量が最も多かった1人と、苗1本あたりの収
穫量が多かった上位3人に賞品が授与されるもの。受賞
した生産者4人に、主催者から生産量の増加の期待を込
めて、ねぎらいの言葉とともに賞品が贈られた。

日頃の練習の成果を発揮
　3月12日、改修を終えた中津江公民館で「公民館教室
発表会」が開催された。カラオケや舞踊のステージ、作品展
示など、教室生が日頃の活動の成果を発表した。来場者の
中には、陶器や杉板、ブリキといった素材を問わない様々
な技術で身の回りの道具に絵を描く「トールペイント教室」
の作品を手に取り、新たな習い事に興味を抱く人の姿も。ま
た、集落支援員の活動を記録したパネルの展示も行われた。



淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前９時～午後７時（日曜日、祝日は午後６時まで）

大好き図書館！

おいでよ！
おはなし会

詳細は市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

新刊情報

問社会福祉課障害福祉係☎㉒８２９０（市役所１階）

動画も公開しています。一緒に
やってみましょう！動画では「子
供」の手話も紹介しています。

今月の手話

※ 手話表現は、地域や年代で多少異なる場合があります。

手 話 で 話 そ う
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― 寄贈図書について ― ５月の休館日（〇…休館日）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

　資料の寄贈を検討している人は、以下の点にご注意く
ださい。

■運搬方法
　原則、寄贈する人の負担で図書館に運搬
■寄贈基準
　寄贈資料の処理は図書館に委任
■受け入れできない資料
・   汚破損が激しいもの、煙草・油等の臭いやシミ等が付

いているもの
・雑誌、漫画（資料として活用できる場合は受入れ）
・出版されて１０年を超えた専門書、事典　等
・問題集、参考書
・レコード、カセットテープ（朗読・講演テープ等は除く）

寄贈を希望する際は、図書館が寄贈受付している資料か
を確認の上、窓口にお持ちください。

令和４年度に寄贈された主な資料
・「知ってる？うわさのおまじない２０００」　
・「廣瀬淡窓とその周邊」
・「晩鐘」上下巻
・「カフェかもめ亭」
・「ぼくらのサブウェイ・ベイビー」

飼い主の漁師キンちゃんといっしょに船に乗り、みんなか
ら漁師犬タロウと呼ばれる犬のタロウ。2011年3月11
日の津波でタロウはながされ、9日かけて生還。海が変
わり、船も流されて漁ができない毎日にもあきらめず漁師
犬復活。タロウとキンちゃんの深いつながりが、心を温か
くする写真絵本。

漁師犬タロウ
尾﨑たまき／写真・文
新日本出版社／出版

□とき
　５月13日㈯
　午後3時～
　５月27日㈯
　午前11時～
□ところ
　児童コーナー

今回の紹介者は、社会福祉課の職員です。

片手の人差し指で、自
分を指差します。

「私」「あなた」「親」⑭

手の平を上に向けて、
前に差し出します。

片手の人差し指を頬に当て、親指と小指を立てた状
態で目より上に上げます。両親の意味で、親指は

「父」、小指は「母」を表したものです。

私 あなた 親

Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ａ

Ｊ
Ｉ
Ｎ

―
日
田
の  

輝
き
人

輝
き
人  

を
紹
介
し
ま
す
―

困ったときはご相談ください 日田市消費生活センター（市役所６階）☎㉒９３９３（相談専用）

消費者トラブルに役立つ情報や、日常生活にかかわりの深いテーマを取り上げ紹介します

どこに相談して良いか分からない場
合は、一人で悩まずに、消費者ホット
ライン188番（消費者庁が消費者に
お近くの消費生活相談窓口を案内す
る目的で作った電話番号）をご利用
ください。

もしも、契約によって
トラブルに巻き込まれた場合は？
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今
号
は
、平
成
30
年
に
島
根
県
出
雲
市
か
ら
大
山
町
に
家
族
で
移
住
し
、

ひ
た
暮
ら
し
応
援
団
の
一
員
で
も
あ
る
清
水
隆りゅ
う
や矢さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

日
田
な
ら
で
は
の
恵
み
を
生
か
し
た
、商
品
づ
く
り
。

市
の
支
援
制
度
や
周
り
の
応
援
が
力
に
―
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の「
ま
ち

の
ち
い
さ
な
仕
事
づ
く
り
」講

座
に
も
夫
婦
で
参
加
。
市
内
で

活
動
し
て
い
る
人
や
、こ
れ
か

ら
何
か
始
め
よ
う
と
し
て
い
る

人
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
た
の

が
大
き
な
収
穫
と
な
っ
た
。

◆ 

ひ
た
暮
ら
し
で
伝
え
た
い
こ
と

　
日
田
市
は
小
規
模
事
業
の
立

ち
上
げ
支
援
が
手
厚
く
、応
援

し
て
く
れ
る
人
も
た
く
さ
ん
い

る
。
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
向

い
た
り
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
た
り
す
る
と
良
い
と
思

う
。ま
だ
目
標
が
見
つ
か
っ
て

い
な
い
人
は
、今
頑
張
っ
て
い

る
人
た
ち
を
応
援
し
て
み
る
の

も
良
い
と
思
う
。

◆ 

移
住
の
き
っ
か
け

　
島
根
県
出
雲
市
に
住
ん
で
い

た
と
き
は
、農
村・漁
村
の
ま
ち

づ
く
り
や
冊
子
制
作
に
従
事
。

新
し
い
環
境
で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
目
指
し
、妻
の
出
身
地
で
あ

る
日
田
市
へ
の
移
住
を
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、空
き
家
バ
ン
ク

で
自
然
豊
か
な
大
山
町
に
ち
ょ

う
ど
良
い
賃
貸
物
件
を
見
つ
け

た
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
補
助
金

を
活
用
し
て
、５
年
前
に
移
住
。

◆ 

移
住
後
の
暮
ら
し

　
現
在
は
市
外
の
会
社
に
車
で

通
勤
。
妻
は
市
内
の
林
業
会
社

に
勤
め
、山
の
現
場
で
仕
事
を

し
て
い
る
。ま
た
、夫
婦
で
日

田
な
ら
で
は
の
商
品
開
発
も
行

い
、森
に
自
生
す
る「
く
ろ
も

じ
」と
い
う
木
の
枝
を
使
っ
た

お
茶
や
、ヒ
ノ
キ
の
枝
で
作
る

マ
グ
ネ
ッ
ト
な
ど
の
商
品
化
を

進
め
て
い
る
。「
く
ろ
も
じ
茶
」

は
、島
根
県
で
は
昔
か
ら
飲
ま

れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
が
、九

州
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
、上
手
く
生
か
し
て
い

き
た
い
。

◆
今
、取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　
商
品
開
発
を
行
う
中
で
、市

の
制
度
を
活
用
し
て
い
る
。「
日

田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」で
専
門
家
か
ら
様
々
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
。
何

度
相
談
し
て
も
無
料
な
の
で
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
る
。ま
た
、

右記二次元コードから「先輩移
住者のひた暮らし」も見てね！
問ひた暮らし推進室移住促進係
　☎㉒８３８３（市役所 6 階）

見守り
瓦版⑥

賃貸住宅の「原状回復」トラブルに注意！
　（独）国民生活センターには、賃貸住宅から退去すると
きの「原状回復」費用の負担に関する相談が寄せられて
います。
　賃貸住宅を契約する前に、契約内容をしっかり確認し、
入居時や退去時には貸主と一緒に部屋の状態を確認しま
しょう。困ったときは、消費生活センター等にご相談くださ
い。



♥…乳幼児対象♣…小学生対象★…事前予約必要

　児童館の利用には、年１回登録申請書を提出してください。松原児童館（☎�２９２２）は毎週土曜日のみ開
館しています。詳細は、市ホームページ（右記二次元コード）をご確認ください。

９:00～17:30
月曜日休館（祝日開館）

中央児童館 
☎㉗６４０６ ℻㉗６４１６

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

天瀬児童館 
☎�８９２２ ℻�８９２２

９:30～12:３0、1４:00～1６:０0
土・日曜日、祝日休館

丸の内子育て支援センター 
☎㉓１８９０　℻㉘５１５５

９:00～17:30
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館 
☎�２９０１ ℻�２９０１

９:00～17:00
金・土曜日休館（祝日開館）

チャイルドプラザ 
☎㉕５３００ ℻㉕５３０１

９:30～12:３0、13:00～15:００
土・日曜日、祝日休館

ひのくま子育て支援センター 
☎㉒７５６５ ℻㉒７５６５

子育てを応援します！児童館・支援施設
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◦プレゼント作り
　♥4日㈭　10:30～11:30
　♣６日㈯　10:30～11:30
◦お話し会
　♣10日㈬　15:30～16:00
　♥18日㈭　10:30～11:00
♥リズムあそび
　25日㈭　10:30～11:00

５月の主な催し

■世帯数
　27,477世帯 

■人口　61,494人
　（前月比-387人）
・男　29,260人
・女　32,234人

日日田市の人口田市の人口（（令和５年3月31日現在）令和５年3月31日現在）

♥★ベビーマッサージ教室　10日㈬　10:30～12:00
♥★わくわく制作　11日㈭・12日㈮　10:30～11:30
◦おもちゃ病院
　17日㈬　10:00～15:00
♥★音あそび（療育相談）
　26日㈮　11:00～12:00
♣★チャレンジキッズ
　２7日㈯　10:30～12:00

◦プレゼント作り
　♥10日㈬　10:30～11:30
　♣13日㈯　10:30～11:30
♥作って遊ぼう
　17日㈬　10:30～11:30
♣いも苗植え
　２7日㈯　10:30～11:30

◦身体計測＆何してあそぶ？
　11日㈭　10:00～12:00
　※「何してあそぶ？」では、夏野菜の苗植えを行います。
★はっぴーEnglish　
　16日㈫　10:00～10:30
※限定7世帯。
★親子リトミック教室
　18日㈭　11:00～11:30
※限定5世帯。

◦うたとおはなし会
　8日㈪　11:00～11:30
◦子育て相談
　12日㈮　11:00～16:00
◦リトミック
　23日㈫　11:30～12:00
★４・５月生まれの誕生会
　２6日㈮　11:00～11:30

★ベビーマッサージ
　18日㈭　10:00～11:30
★アートの日
　22日㈪・23日㈫　
　10:00～11:30
★エアロビ
　31日㈬　10:00～11:30

月生まれ

Happy
Birthday

元気な日田っ子集まれ！

※以前、掲載されたお子さんは対象外です。 
申込方法 
▶郵送 
　お子さんの氏名と生年月日・保護者名・住所・昼間の連絡先を記入の上、郵送 
▶電子申請
　上記二次元コードから申込み 
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒８７７-８６０１（住所記載不要）地方創生推進課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）
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野田瀬
せ な

七ちゃん
（１歳・清水町）

黒川碧
み こ

心ちゃん
（２歳・下井手町）

７月に誕生日を迎える３歳までの日田市に住所があるお子さんが対象です。 
６月1日までにお申し込みください。

５

「元気な日田っ子集まれ！」コーナーに登場してくれる
お子さんを大募集しています。

ご家族で該当するお子さんがいましたら、是非ご応募ください！
皆さんからのご応募、お待ちしています。

元気な日田っ子募集中！

權藤世
せ な

那ちゃん
（３歳・日ノ隈町）

土谷芽
め い

愛ちゃん
（２歳・清岸寺町）

𠮷𠮷𠮷映
えいと

音ちゃん
（２歳・日ノ出町）

安養寺晴
はるひ

陽ちゃん
（２歳・琴平町）

矢野 礼
れい

ちゃん
（２歳・誠和町）

問環境課生活環境係☎㉒８２０８（市役所２階）

（入力ボックス）（入力ボックス）

家庭ごみの出し方と地区別のごみ収集日を市ホームページで検索できます！

（入力ボックス）（入力ボックス）

「地区別のごみ収集日」
検索方法

・ キーワードで探す
　 調べたい地区名を入力

して探す

・ 50音で探す
　 調べたい地区の頭文字

から行を選択して探す

※詳細は市ホームページ（各二次元コード）をご確認ください。

「家庭ごみの出し方」
検索方法

・ キーワードで探す
　 調べたいものの名前を

入力して探す

・ 50音で探す
　 調べたいものの頭文字

から行を選択して探す
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新
年
度
が
始
ま
り
、将
来
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
新
社
会

人
な
ど
、ま
ち
に
は
若
者
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
春
は
、様
々
な
こ
と
が
ス
タ
ー
ト
す
る
季
節
。
3
年

に
及
ぶ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
規
制
緩
和
も
進
み
、

少
し
期
待
の
膨
ら
む
春
で
す
。

　
ま
ち
に
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光
客
も
戻
り
始
め
、こ
れ
ま

で
の
規
制
か
ら
解
き
放
た
れ
た
か
の
よ
う
に
、自
由
に
旅
を
謳

歌
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
観
光
の
ま
ち
で
も
あ
る
日
田

市
に
と
って
は
、待
ち
焦
が
れ
て
い
た
光
景
で
す
。
今
月
に
は
、

「
日
田
川
開
き
観
光
祭
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
の
鼓

笛
隊
や
多
く
の
芸
能
隊
も
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
で
し
ょ

う
。
約
１
万
発
の
花
火
大
会
も
存
分
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、コ
ロ
ナ
前
と
は
違
う“
進
化
し
た
時
間
〟

が
流
れ
始
め
ま
す
。
九
州
全
体
を
眺
め
て
も
、熊
本
県
へ
の
半

導
体
工
場
の
進
出
や
福
岡
市
天
神
地
区
の
ビ
ッ
ク
バン
開
発
な

ど
、国
内
で
も
い
ち
早
く
、経
済
活
動
の
回
復
・
地
域
創
造
が

活
発
に
進
ん
で
い
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、時
代
は
常
に
進
み
、ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
変
化
を
強
い

ら
れ
、将
来
の
不
安
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
時
間
も
過
ぎ
去
っ
て

い
き
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
、人
口
減
少
が
叫
ば
れ
る
時
代
で
す
が
、こ
れ

ら
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は「
新
た
な
産
業
の
創
造
」を
進
め

る
ほ
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
春
、日
田
市
で
は
初
め
て
Ｉ
Ｔ
系
企

業
に
よ
る
人
材
育
成
ス
ク
ー
ル
が
開
校
さ
れ
る
な
ど
、Ｉ
Ｔ
ビ

ジ
ネ
ス
へ
の
就
業
や
新
規
参
入
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、自
転
車
競
技
や
陸
上
、フェン
シ
ン
グ
、ラ
グ
ビ
ー
な
ど
、

様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
も
増
え
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
の
物
見
遊
山
の
観
光
だ
け
で
は
な
く
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に

富
ん
だ
観
光
や
交
流
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
、日
田
の
魅
力
を
生
か
し
な
が
ら
、社
会
が

求
め
る
変
化
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。こ
れ
ま
で
の
成
功
体
験

に
あ
ぐ
ら
を
か
く
の
で
は
な
く
、常
に
変
化
し
続
け
る
時
代
の

先
を
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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こども家庭相談室こども家庭相談係☎㉒８２３０（市役所 1 階）

　大分県には、親の病気など様々な事情によって、家庭で暮らすことのできない子供が約500人います。大分
県では、このような子供たちが元の家庭に帰れるようになるまでの間、家庭で育ててくれる「養育里親」の募集
に取り組んでいます。養育期間は、子供の年齢や事情によって数日間から数年間と様々です。数日から1か月
程度の短期間預かってくださる人も募集しています。
　養育里親になるためには、特別な資格は必要ありません。子供の養育についての理解・熱意・愛情を持っ
ている等の要件を満たせば、どなたでも申し込むことができます。関心のある人は、是非、「養育里親募集説
明会」にお越しください。

とき：5月30日㈫　午後２時～４時
場所：日田市役所７階　中会議室
※ 参加には、事前の申込みが必要です。前日の正午までにお申し込

みください。
■申込先　ＮＰＯ法人chieds（チーズ）
　☎０９７‐５８５‐５４００　℻０９７‐５８５‐５４０５
　🅼🅼 info@chieds.or.jp
※養子縁組里親募集説明会は下記まで。　
　中央児童相談所 里親班☎０９７‐５４４‐２０１６
※ こども家庭相談室では、里親に関する相談を随時受け付けています（要

予約）。

NPO法人chieds
LINE公式アカウント

LINEでの申込みも
できます！

養育里親募集説明会養育里親募集説明会
～里親になりませんか？～～里親になりませんか？～

問
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